
Lett.∫.159･163.

5)野崎六位 (1981)-.桝位動物におけるLHRH

の脳内分布｡日本内分泌学会雑誌.57.364

-371｡

学 会 発 表

1)大鵜 沼 :繁姑の韮礎｡日本実験動物学会節

29回談話会シンポジウム (1982)

2)小野内常子 ･加藤ll旧三 ･大島 桁 ･大内慶子

･沖永荘一 ･荒井 清 :日本猿性皮sexskin

の卵n!ホルモン応答性について｡第55回日本

内分泌学会 (1982)

3)目片文夫 :液体イオン交換休電極による大動

脈平滑筋細胎内K+濃度測定｡節4回日本動物

生理学会 (1982)

4)Nozaki.M..･TmmunohistochemicallocaliZa･

tion or several brain peptides in the

cyclostomebrain.Intern.SeminarsonCyto･

chemistryorMonoaminesandNeuropeptides.

ShowaUniyersity.(1981)

5)N(izaki,M.andGorbman,A.:Immunocyto･

chemicallocalization or somato-stain･like

substanceinthevertebratebrain. Western

Regional Conference or Comparative

Endocrinology. UniversityofWashington.

(1981).

生化学研究部門

高t,TS雌治 ･竹中 修

景山 m ･中村 仲1'

践岡一雄

研 究 概 要

1)生理活性ペプチドの生成 ･分解に関与するプ

ロテアーゼの検索と性状の解明

高 橋 健 治

前年皮にひき続き,脳組織および脳下垂体巾の

トリプシン様プロテアーゼの分別 ･iJ7･割と性状の

検索を進めた.3)

1) 外同山弓糾)(1980-1982｡アメリカ合粍国,
ジョンズホプキンス大学 ･医学部)｡

2)教務職n.

3)森山昭彦 (名Tfl大 ･医)との協同研究｡

2)霊長柄の解む酵素に関する研究

浅岡一雄 ･高橋健治

上記研究の一環として.ニホンザル腎臓のグル

タチオンS-アリール幸云移酵素活性について,基

Tf特只性.印差Tpの比較測定を行なったo肝酵素

と比較して.益田竹光他については有意の差異が

みられた｡また性詔はあまり抑野ではなかった｡

また.サル醇采との比較のEl的で.ブタ脳のグル

タチオンS-アリール蛇移枠累を分別,精到し訪一

性状を明らかにした｡

3)ペプシノーゲン迫伝子の梢道と発現械柄に関

する研究4)

十川和fiJIS･)市原馴 口6･)fWi雌治

ヒト迫伝子ライブラリーよりペプシノーゲン退

伝子をlll.離し,その梢出解析を行なった｡この結

只.この泊伝子はペプシノーゲンAの迫伝子であ

り.8偶の介在配列で分離された9個のエクソン

からなることが判明した｡Maxam-Gilbert法に

より.エクソン部分の全塩基配列を決定し,プロ

モーター領域を含むペプシノーゲン迫伝子の性状

を明らかにした｡またこの塩基配列からヒトプレ

ペプシノーゲンAの全アミノ酸配列を推定した｡

4)ペプシノーゲン前駆体の性状の研究

市原皮相･十川和博 ･高橋健治

ペプシノーゲンmRNAを含むRNA分画を胃

粘膜より柚ILiL,コムギ旺芽無細胞蛋白生合成系

で翻訳させた｡生合成耗物よりプレペプシノーゲ

ンを_r‡i離し,そのアミノ貼末9.Lt'utのシグナル配列の

一次構造をラジオシークエンス紘により決定した

シグナル配列は15践誠 (ヒト)一班誠 (ラット)

からなり,疎水性アミノ酸.特にロイシン残基に

富む特徴的配列を有することが判明した｡

5)組織中の五日分解糖穀の性状の研究

市原庄和 ･高橋健治

上記研究の一環として,ニワトリ発生過程にお

ける数和アミノペプチダーゼ及びカテプシンDの

活性の変動を各種筋組織 (骨格筋,胸筋,心筋,

砂袋筋)について比較検索した｡この結果,特に

カテプシンDについて,ふ化前後での変動が大き

いことが知られた｡

6) カニクイザルの異常ヘモグロビン

4)藤井義明 (癌研究所)らとの協同研究｡

5)研修員｡

6) 研修員｡



竹中 修 ･竹中晃子 ･高橋健治

1980年のインドネシア調査において,バ リ畠

kukuhで異常ヘモグロビンを有するカニクイザ

ルより採取した血液から,同ヘモグロビンを精製

し構造変異を調べた｡β鎖で-個所,80番目のア
スパラギンがリジンに置換 していることを推定し

た｡そこでこのヘモグロビンをHbBali(Macaca)

P80(EF4)Asn-Lysと命名 したO革ま地に

おいてこの只常ヘモグロビンを有する個体の血液

性状を調べたが通常のヘモグロビンを有する個体

との差はなかった｡

7)ニホンザルの先達過程における血液蛋白質の

動態

竹中晃子 ･竹中 修

二ホンザルの先述に伴う血焚中アルカリホスフ

ァターゼ (ALP),Ca,Pの変化を測定した｡

1才来場は15頭を縦断的に, 1才以上は129頭を

拭断的に調べた｡その結果,ALPは出産直後か

ら急激に増加し,3ケ月令で成体の18倍でピーク

に通し,1-2才で8倍,以後7才まで徐々に低

下する｡さらにオスの値は半年～8ケ月令.およ

び4-6才令でメスよりも高値を示 したO血究中

ALPのアイソザイムはなく年令に伴う変化は認め

られなか'7た｡Caは出生直後高値を示すが3ケ

月令で30%低下し成体の値になる｡Pは出生直後

に苗ぐ3才で成体値となることが明らかになった,

8) スラウェシマカクの分布と種問差

竹 中 修

インドネシア国スラウェシ (セレベス)島のマ

カクの調盃を,文部省科研f=2補助金 (海外学術調

査)｢品峡型マカカ屈サルの系統と生物地理学的

研究｣の一環として行った｡同島の西側を南から

北へ,そして北側の半島を西から束へ,を一本の

線として考え,それに沿って計60頭のサルの外部

形態の写真,身体計mrJ伯,血液試料を収集した.

今後血液タンパク質変異の磁気泳動分析を共同で

進めるとともに,ヘモグロビンの構造解析を行い,

スラウェシマカク問の種間差,他のマカクとの系

統関係を解明して行きたい｡

9)霊長類のペプシノーゲンとペプシンの構造と

機能に関する研究

景山 節 ･高橋縫治

ニホンザル胃よりペプシノーゲン分泌細胞を単

離 し,培養,生合成のための予備実験を進めた｡

またニホンザルペプシノーゲンの全一次構造解析

を同時に進め,BrCNペプチドの分離精製を行った｡

10)ペプシノーゲンの活性化ペプチドのアミノ酸
配列に基づく霊長規の系統進化の研究

景山 節 ･高橋健治

クマ,ウサギペプシノーゲンのN末端活性化ペ

プチドのアミノ酸配列を決定 した｡既に決定され

た他動物ペプシノーゲンの場合と比較することに

より,嘱乳動物間の系統関係が適応放散による進

化とよく一致する結果を得た｡

ll) ヒト血中ペプシノーゲンの定量に関する研究7)

景山 節 ･高橋健治

精製ヒトペプシノーゲンのA,C成分に対する

ウサギ抗体を作製し.ラジオイムノアッセイ法に

よる血中濃度の定員を行ったo種々の疾.rill.と氾度

の相関関係を追究 している｡

総 統

1)Takahashi, K. and S. Moore (1982):
RibonucleaseTl,TheEnzymes(P.D.Boyer

ed.)3rdedition,Vol.那 ,435468.

2)高橋健治 (1982):タンパク質の一次構n･.

蛋白質核酸酵素82.12-27｡

3)中村 伸 (1980)8):分子レベルから見たサル

規の系統と進化について,モンキ124(173),

6-13｡

輸 文

1)Inagaki,F., Y.Kawano, Ⅰ.Shimada, K.

TakahashiandT.Miyazawa(1981):Nuclear

magnetic resonancestudy on themicro･

environments of histidine residues of

ribonuclease Tl and carboxymethylated

ribonucleaseTl.J.Biochem.,89,1185･1195.

2)Nakayama,S.,Y.Nagashima,M.Hoshino,A.

Moriyama,K.Takahashi,Y.Uematsu,T.

WatanabeandM.Yoshida(1981): Spin-

1abelingofporcinepepsin andJulL'zopus

chi17enSL'S acid protease by dialOketone

reagents.Biochem.Biophys.Res.Commun.,

101,658-662.

3)Asaoka,K. and K.Takahashi(1981):

7)一朗雅夫,三木一正 (東大 ･医),降放千患

(東大 ･医科研)らとの協同研究｡

8)81年度版年報への記載もれ｡
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Enzymaticassayofreducedglutathioneuslng

glutathioneS･aryltransferasewitho･dinitro-

benzeneasasubstrate.∫.Biochem.90,1237･

1242.

4)Sogawa,K.,Y.TchiharaandK.Takahashi

(1981):Comparisonorsomecharacteristics

ormembrane･boundneutralproteinaseactivi･

tyinthemicrosomalfractionsofratkidney

andsmallintestine.J.Biochem.,90,1243･

1248.

5)sogawa,K.,Y.Ichihara,K.Takal1aShi,Y.

Fujii-KuriyamaandM.Muramatsu(1981):

MolecularclonlngOfcomplementaryDNAto

swinepepsinogen.J.Biol.Chem.,256,12561-
12565.

6)Ichihara,Y.,K.SogawaandK.Takahashi

(1982):Occu汀enCeandsomepropertiesor

membrane･bound neutralproteinaseinthe

microsomalfractionorratskeletalmuscle.

J.Biochem.,91,87･95.

7)Nakamura,S.,N.Nakayama,K.Takahashiand

Y Kaziro(1982):PrimarystnlCtureOrthe

polypeptidechainelongationfactorTufrom

E.con日.̂ minoacidsequenceoffragmentB.

J.Biochem.,91,1047･1063.

8)Malta,T.,G.Matsuda,0.TakenakaandK.

Takahashi(1981):TheprimarystnlCtureOf

adulthemoglobinofmuskshrew (SLLnCZLS

mlLrL'nus).lIoppe-Seyler'sZ.Physiol.Chem.,

362,1465-1474.

9)Ueda,S.,0.TakenakaandK.Omoto(1981):

Studiesontheelectrophoreticvariationof

solubleglutamic-oxaloacetictransaminase(S-

GOT)innon･humanprimates.∫.Anthropol.

Soc.Nippon,89,55-62.

10)Takenaka,A.and0.Takenaka(1982):

PostnatalchangesinthebloodofJapanese

monkeys(htacaca/usca(a): I.Tmmuno･

globulinsIgG,IgMandTgA.Primates,23.

298-302.

ll)Kageyama,T.,S.Y.TakahashiandK.Taka-

hashi(1981): OccumnCeOrthiolpro-

teinasesintheeggsofthesilkworm,Bombyx

mon'.J.Biochem.,90,665･671.

12)-瀬雅夫･三木一正 ･降仇千恵･景山節 ･丹

羽詑文 ･岡博･織m敏次 ･松払窮次郎 ･TT;柄伽

的 (1981) :ヒト血的GroupⅡペプシノーゲン

(PGII)のradioimmunoassay.日本刑化岩話

柄学会雑誌.78.2275-2284｡

学 会 発 表

1)十川和博･Tri原腔和 ･㍍紹鮎治 ･臓非鵡明 ･

村松正夫 (1981) :ヒトペプシノーゲンiB伝子

の!拝離とその構造.苅54回日本生化学会大会.

仙台｡

2)浅岡一雄 ･高橋健治 (1981) :脳組織におけ

るグルタチオンS-トランスフェラーゼの性l粘
第54回日本生化学会大会.仙台｡

3)市原虞和･十川和博 ･馬橋健治 (1981) :プ

レペプシノーゲンのシグナルWLL列の一次的出に

ついて.郡54回日本生化学会大会.仙台｡

4)長砧川17･･中山伸一 ･㍍橋伽治 ･森山昭彦 ･
柄松朋子 ･沈辺徳子 ･吉田政事 ･Ei野正松

(1981):スピンラベル法によるPcpsinおよび

RAPの活性部位近傍のミクロ環境解析｡節43回

日本化学会春季大会,東京｡

5)竹中 修 ･EdyBrotoisworo･渡辺邦夫

(1982):セレベスマカクの分布と柾問差｡邦

26回プリマーテス研究会｡

6)竹【fl晃子 ･竹【f) 修 ･大内めぐみ･前桁健治

(1982):ニホンザルの胎児型ヘモグロビンr

鎖のアミノ恨配列｡邦26回プリマーチス研究会｡

7)37(LLJm ･拓橋伽治 (1981):ペプシノーゲ

ンの活性化ペプチドの一次椛逝とその遊離機序｡

第32回.タンパク田川造討論会.仙台0

8)景山 節 ･高橋郎治 (1981) :ニホンザルペ

プシノ-ゲンの活性化械梢｡邦54回日本生化学

会大会,仙台｡

系統研究部門

江原昭善 ･野上裕生

相見蒲 ･瀬戸口烈司

霊長類の系統研究を遂行するにあたって,いろ

んなアプローチが可能であるが,まず最初に手が

けるべきもっとも重要なことは,研究対象になる

資料の収集 ･標本作製･整理である｡

このような理由から,当研究部門では.一方で

は南米 ･東南アジア ･アフリカなどの海外調益を
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